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注１該当する□には、レ印を記入してください。特定郡業者以外の鞭業者の方はし印の記入は不要です．

２「基r１９年度」とは:+画期１１Ｉの前年度を、「目標年度」とは3+画期1111のﾉ'&終年度を、「烈告年度」とは;+面期１１１１のうち、今回報告の対象となる年度をいいます。

３「耶業所坤排出区分」とは京都府内の｡ＩＦ業所等のJ1F業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生するili室効果ガスを、「輸送IlZ両排出区分」とは自動LIZ迎送事難者については使用の本拠の位遜を京都府内とするjlｴ両
の排出する温室効果ガスを、鉄道｡ＩＦ業者について{士保ｲｱす-ろ貨物巾両又I士旅容11[両の排出寸一る温室効果ガスを．「その他排出区分」とl±｣二記以外の京都府内におけるTliF薬所等の邪推活勤に伴い発生する温室効果ガス
をいいます会

４「原lil位当たりの温室効果ガス排llllk等」の「何】途区分ｊに！±、○○｣ご場、リド務所などの剛途を記入してください。「IHIlil位の振慌」にIま、分子の「二酸化炭紫換Ji〔」の下に分母とｵ直る指標（生廠数ijli、延べ床而
献、走行liEjili等）を記入してください．

５「その他の地球温雌化対策による温室幼】しガスの削械ｊ０ｔ等ｊのうち「森林の保全及び鞭腕」の「11標年度（計iilji）」柵に!±3fimjil91111l4:の目標の梁ｉｆを、「創告年度（爽繊）」柵にl±実萩の累計を記入してください←

６「狩紀ⅡIF｣r(」には、平成２年度（ｌＵ９０ｉｉｚ度）を蝉1じとした排出１１tの対比や．街エネリ111MW１発』fど仙粁のi凪衷効果ガスlJIxlll削減へのj1Ir鰍、クリーンiuM途の採川、特定フ寂ンなどの条例指定外())温室効果ガス(?)n1iKl【
＊どを妃入してください＿
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京都,府雇知LLi市長屋誓言丁１－５ 」

氏名（法人;こあっ
て'六、名称及び代

麦者の氏始）

巳本製紙クレシア株式会社京都工場
取締役京都工場長茂木正俊

事業者の主たる
業種

紙衛生材料製造業

該当する事業者

要件 涼京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

辰
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車
両150両以上）

ｒi京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 ２０年４月～２３年３月

基本方針平成１９年度を基準にしてエネノレギー消費効率の改善、廃棄物排出量の削減、全部門での環境マネジメントシステムの運用により３％以上の温室効果ガス
排出鐘の削減を目指す。

推進体制 工場長を責任者とする環境管理委員会の設置と実施計画の策定、例月の進捗管理システムを構築する。

環境マネジメントシステム名称 ＩＳＯ１４００１ 

適用範囲 紙製品及び紙おむつの製造・加工及び出荷

取得年月日 2003年12月１９日

年度ごとの具体
的な取組及び槽

置の状況

年度

２０～２２ 

２０～２２ 

２０～２２ 

設備、対象、工程等

工場製造部門

工場製造部門

工場製造部門

措置内容

製品あたりの不良率を削減し、製品原単位を改善する。

5年計画でインバーター化の推進や省エネ機器、高効率照明の導入を行い、電力便用量を削減する。

排熱回収強化及び乾燥管理強化に努め燃料便用量を削減し、製品原単位を改善する。

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

(１９）年度
(二酸化炭素換算）

目標年度（計画）

(２２）年度

(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告士F皮（宍頼ノ

（２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

40,036ｔ 38,823ｔ -3.0％ 38,368ｔ －４．２％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

＊】 40,036ｔ ＊２ ３８，８２３ｔ -3.0％ ＊」 ３８，３６８ｔ -4.2％ 

計画期間中に３％以上の温室効果ガス削減を目指している中、２１年度が7.5％、２２年度が4.2％の削減に止まった
は、生産量が増加したためである。２２年度の取り組みとして製品あたりの不良率削減、インバーター化の推進、

。２２年度
高効率照

明に更新（144台）、乾燥管理強化によるガス使用量削減、圧縮空気の使用量削減や漏れの早期発見修理に努めた。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

京都工場
二酸化炭素換算

生産高（ｔ）

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

０．７１３ 0.692 -3.0％ 0.607 -14.9％ 

％ ％ 

％ ％ 

計画期間中に３％以上の温室効果ガス排出原単位の改善を目指している中、２１年度で5.5％、２２年度は14.9％の削減が達
成され順調に削減を図ることが出来た。排出原単位は21年度よりも約9.4％改善されている。これは、省エネに取り組ん
だ成果と都市ガスへの燃料転換の効果と考える。今後も省エネと製品不良率削減への取り組みを推進していく。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

削減量等合計

目標年度（計画）
取組趣等 (二酸化炭素換算）

(整備面菰） hａ (吸収趾） ｔ 

(利用鰍） Iｎ＄ (削減ﾒ１t） ｔ 

(充電1k） kwｈ (削減iil） ｔ 

供給、［） GＪ (ｉｉｉﾘ減舐） ｔ 

(購入ｶﾋ） kwｈ (iIiI減ijk） ｔ 

＊:１ｔ 

報告年度（実績）

取組jit等 (二酸化炭素換算）

(整術面菰） hａ (吸収通） ｔ 

(利用戯） Iｎ３ (削減通） ｔ 

(充電戯） kwｈ (削減iii） ｔ 

(熱供給仕） GＪ (削減nt） ｔ 

(蹄入赴） kwｈ １ 毛１ｔＯ脚減Ｉ 間く ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合計一削減等合汁）

基準年官（実績）

＊１ ４０，０３６ｔ 

目標年度（計画）

(蕊苫》(･］〉３８，８２３ｔ

蝋i戚率（計Ijhi）

－３．０％ 

報告年度（実績）

(＊I)－(▼5） ３８，３６８ｔ 

増減率（実絞）

－４．２９６ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特記事項


